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１．研究実施の概要

　循環形成の社会実験地として産業工場、都市農村連携のフードシステム、都市集

積更新の各循環複合体を選定して、物質代謝(Metabolism Balance)と製品連鎖

(Product Chain)の計測、分析、評価の研究を推進し、循環形成に必要なシステムを見

いだすことをめざす。平成１１年度は「産業工場研究」、「農工連携研究」、「都市集積

研究」では実験地についての具体の分析と評価を進める一方で、　「循環評価･企画研

究」では、３つの社会実験地で同定された戦略的な社会システムを設計して、その

効果を評価する研究を進めるとともに、大都市圏の湾岸部を対象として複合的な実

験地研究を企画研究を推進した。

２．研究実施内容

　平成１１年度は、第一に、産業工場循環（荏原製作所藤沢工場エコ・インダストリ

アルパーク）、農工連携循環（コープこうべフードシステム及び有機農場）、都市集

積更新（大阪市中之島西部地区）、の３つの社会実験地モデルでの循環複合体

（ReCycle-oriented Industrial Complex Systems）の形成による環境負荷低減効果につ

いて計測、分析、評価をすすめた。第二に、３つの実験地研究の間の総合化をめざ

して、物質代謝アプローチと製品連鎖アプローチ、さらに、技術的次元と組織的次

元、社会的次元の共通する視軸で比較と整理をおこなって、各実験地のモデルにお

ける固有のアプローチと共通するアプローチを見いだし、共通の評価と企画の体系

を見いだした。

社会実験地の研究では、循環複合体での物質代謝（Metabolism Balance）と製品連鎖

（Product Chain）の計測、分析、評価をマクロ分析とミクロ分析のアプローチから

の研究を推進することにより、循環形成に必要なシステムのパターンを見いだした。

「産業工場研究」では転換装置と逆工場を核とする住工地区の代謝の分析を進める

とともに、広域製品を回収して再資源化する循環型の製品連鎖マネージメント・シ

ステムについての研究を進めた。「農工連携研究」では農産物の生産と加工、流通か

ら発生する環境負荷を最小化する都市と農村の連携する代謝システムを分析すると

ともに、エコロジカルな食品流通を実現する消費行動モデルについての製品連鎖の

－1080－



分析をおこなった。さらに、「都市集積研究」では都市空間における建設構造物につ

いて世紀にわたる長期的な更新プロセスを設定した上で、建築物や都市インフラの

集積する都市、特に都心地区での物質・エネルギー代謝の環境効率を高める基盤と

空間制御のシステムを明らかにする研究を進めるとともに、都市構造物についての

主要資材についての製品連鎖のフローの効率を高める社会システムについての研究

をおこなった。

　「循環評価･企画研究」では、３つの社会実験地で同定された戦略的な社会システ

ム要素から構成される、総合的な技術と組織、政策の社会システムを設計して、そ

の導入の効果を多様な社会シナリオのもとで評価するガイドラインの研究を進める

とともにとともに、国内外の事例の調査分析をもとに、大都市圏での循環複合体の

実験地形成のプロセスを示した。

�　産業工場循環

　産業工場循環研究では、工業製品の広域の製品連鎖での環境効率を高める循環

型の産業システムとともに、産業工場が住宅をはじめとする施設と連携して地域

の代謝効率を高める住工連携の代謝改善の研究を進めた。製品連鎖アプローチで

は、指標製品（Indicative  Product）としての産業用ポンプの製品連鎖分析を進め

て、逆工場（Reverse Manufacturing）とメンテナンスやリユースによる効果の定量

化をおこなった。他方、代謝収支アプローチでは、エコ・インダストリアルパー

ク（Eco-Industrial Park；以下EIP）のコンパクトな代謝空間の形成のための転換技

術の計画と評価をおこなった。

　製品連鎖研究では、素材から出力制御に至るポンプの一連の技術革新の過程を

ＬＣＡを用いて検証したことを受けて、平成１１年度は�易分解性設計を中心とす

る逆工場実験プラントでの調査計測をもとに、�逆工場プロセスの費用や効果を、

エコデザインを操作変数としてモデル化することにより、逆工場導入による製品

連鎖での費用効果を評価した。さらに、�産業機械全体に拡大して、このような

製品循環を国民経済レベルで展開する際に起こるバージン財と再資源化財との競

合、メンテナンスによるサービス需要増などに対応して、逆工場導入を推進する

施策効果をマクロに評価するモデル分析をおこなった。

　代謝研究では、�ＥＩＰ及びその周辺での物質代謝の調査をもとに、ガス化炉

や燃料電池などのなどの転換装置を含む住工連携の勘定表作成と関数を用いたモ

デル化をおこなった。さらに、�活動や転換装置の活動変数の変化に伴うエコ効

率の変化を分析することにより、住工連携における転換装置選択プロセスの一般

化をおこなった。　

�　農工連携研究

　製品連鎖研究では、循環を基調にする農業生産、食品加工、食品流通と消費の
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システムの構築を目指し、有機物循環に関わる社会の多主体間の連携の解析を進

めている。平成１１年度は、�RDFやメタン醗酵、コンポスト化、飼料化など食品

工場での有機物の転換技術の環境効率について、LCAを用いて評価したうえで、

�農地での農作物生産から流通加工、廃棄物分別と食品残さの衛生的な逆流通、

コンポスト化プラントからなる循環型の製品連鎖システムについてその環境効率

を評価し、技術的、組織的、社会的要素については操作的にあつかい、その効果

を比較した。さらに③流通店舗における消費者行動と意識、支払い意思額の調査

分析によって、循環型の製品連鎖形成の社会システムとその責任分担の構造を解

析した。

　代謝研究では、�国土レベルでの有機物フローを輸出入を含めて窒素、リン等

のバランスとともに推計したうえで、都市圏域での農工系産業の代謝量を調査、

計量して、都市と農村における入出力の均衡するバランス解の存在や、サバイバ

ルを含む社会シナリオを設計して「エコスペース」を評価した。�都市と農村と

いう循環型の社会システム構築にむけて、都市内の食品流通ネットワークと有機

系産業が連携する循環型の転換技術のプロセスを設計した。食品残さの堆肥化、

飼料化の転換技術とともにフードシステムにおける食品工場や流通店舗、消費家

計での代謝効率の改善などの代替的なサブシステムを描いた。�食品工場が密集

する神戸港湾地区で、有機副産物をバイオマスとして再資源化する共同運営（パー

トナーシップ）方式についての代謝分析をおこなった。

�　都市集積研究

　製品連鎖分析では、構造物の主要資材についての再生・資源化の社会システム

を検討し、必要な技術開発のあり方を提案する。平成１１年度は、�建設構造物の

主要資材であるであるコンクリート、鉄鋼、石膏ボードについて国土での製品フ

ローを明らかにした上で、�循環型社会への転換技術要素についての調査から、

社会的導入を地区、都市、圏域、国土の空間スケールで評価した。�さらに、代

表的な資材について解体設計や長寿命化、カスケード型のリサイクルシステムの

導入などの代替低な製品連鎖マネジメント策を描き、その効果を評価した。

　都心空間における代謝研究では、建築物や都市インフラの集積する都市、特に

都心地区での物質・エネルギー代謝の環境効率を高めることをねらっている。平

成１１年度は、�実験地である大阪市都心地区での算定を都市環境政策に展開する

ために、都市集積から発生する環境負荷を地区内部、地区外部、さらに都市ストッ

ク起因と都市活動起因に分類したうえで、�都市環境政策へ展開する論理の構築

を検討するとともに、複数の地区の成長シナリオについての環境改善策の効果に

ついての比較分析をおこなった。

�　循環複合体評価･企画システムの研究
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　各実験地での研究を通じて、産業工場循環では逆工場とリバースロジスティクス、

都市集積更新では高効率エネルギー基盤や建設廃棄物リサイクルシステム、農工連

携では有機物のバイオガス化などの転換技術がそれぞれ有効であることが明らかに

された。同時に産業工場と住宅との結合、都市と農村の結合とともに、都市中心部

の活動と地域エネルギー供給の結合などの実験地間の結合による循環形成の効果が

示されている。大都市圏でこれらの転換技術を集約的に立地させてエネルギーと交

通ロジスティクス、廃棄物処理再利用などの都市基盤を共通に整備することにより、

転換プロセスを環境効率の高いものにして、都市や圏域全体の循環効率を効果的に

改善する拠点として整備する、社会システムの調査と分析を行った。
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